
未来を創る歴史教育としての情報教育：
AIとの共生を考える「歴史総合」の授業実践
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概要：高等学校の必履修科目である「歴史総合」の授業において，未来を創る歴史教育として情報教育を
位置づけた授業実践を行った．授業は「AIと共に生きる未来とは？」というテーマで実践した．前時まで
に行ってきた，情報通信技術が現代の歴史に与えた影響の学習を踏まえた上で，本時では AIと共生する社
会とはどのようなものか，生徒とともに考えた．この問いに対し，生徒の多くは人間と AIの共生を役割分
担という視点で捉えていることがわかった．また，AIに対して恐れや不安があり，AIとの共生に具体的
なイメージを持つことができない状況が明らかになった．
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Information Education as History Education for Creating the Future:
Practice of “Modern and Contemporary History” Class

Considering Kyosei (Coexistence) with AI
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Abstract: We conducted a practice in which information education was positioned as part of history educa-
tion for creating the future in the class of “Modern and Contemporary History.” The theme of the class was
“What is the future of living with AI?” Based on the study of the impact of ICT on modern history conducted
in the previous period, we considered with the students what kind of society would exist in harmony with
AI. In response to this question, most of the students viewed the kyosei (coexistence) of humans and AI from
the viewpoint of role-sharing. In addition, it became clear that the students were afraid and anxious about
AI, and were unable to form a concrete image of kyosei with AI.
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1. はじめに
1.1 実践の背景
高等学校における情報教育は，情報科がその中核を担っ

ている．しかし，情報教育は情報科だけが行えばよいので
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はない．高等学校情報科を核としつつ，校種・教科等を越
えて様々な教育活動において実践することが求められてい
る．このことは，学習指導要領 [1]の総則に「情報活用能力
（情報モラルを含む．）」が明示されていることからもうか
がい知ることができる．しかしながら，情報教育に関する
多くの実践は，高等学校情報科や中学校技術・家庭科（技
術分野）等におけるものが多く，その他の教科等における
実践の数は多いとは言い難い．
情報教育に関わる要素は，さまざまな教科等に含まれて

いる．本稿の第一筆者は教科書分析を通して，地理教育 [2]
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や歴史教育 [3]，公民教育 [4]において情報教育を含む余地
があることを明らかにしている．また，歴史教育に関して
は具体的な授業の提案も行っている [5]．
本稿では，筆者らが実践した「歴史教育における情報教

育」の実践を報告する．歴史教育の文脈において，そのま
とめの段階で視点を過去から未来へシフトさせたとき，そ
こには当然ながら情報社会やその先の社会を見据えること
となる．すなわち，歴史教育の学びを未来に応用しようと
したとき，情報教育が関与できるということである．

1.2 目的と意義
本稿は，高等学校の必履修科目「歴史総合」において，歴

史教育の一環として情報教育を実践し，人間とAIとの共生
を考える授業を通して生徒がどのように考えたのかを報告
するものである．本実践を報告することにより，情報教育
が歴史教育の文脈においても位置づけられることを示す．
また，歴史教育の文脈で AIを考えることにより，生徒が
AIをどのように捉え，AIとの共生をどのようにイメージ
しているのかを明らかにすることができると期待される．

2. 背景の整理：歴史教育，情報教育，共生
2.1 高等学校における歴史教育
2.1.1 学習指導要領にみる地理歴史科
初等中等教育の学習課程を規定する学習指導要領は，お

おむね 10年おきに改訂されている．高等学校学習指導要
領は最近では 2018（平成 30）年に改訂され，2022（令和
4）年から学年進行で実施されている．
旧学習指導要領（2009（平成 21）年告示）[6]における

地理歴史科は「世界史 A」「世界史 B」「日本史 A」「日本史
B」「地理 A」「地理 B」の 6科目で構成されていた．この
うち，「世界史 A」および「世界史 B」のうちから 1科目な
らびに「日本史 A」，「日本史 B」，「地理 A」および「地理
B」のうちから 1科目が必履修であった．すなわち旧課程
では，世界史は全員必履修だが，日本史と地理は全員が履
修しているわけではない．なお，歴史分野の Aの科目は近
現代史を中心に扱い，Bの科目は通史を扱う．
現行学習指導要領では，地理歴史科（および公民科）に

おいて，大幅な科目改編が行われた．全体の方針として探
究が重視され，地理歴史科においても，総合科目と探究科
目を用意し，総合科目を必履修，探究科目を選択とした．
改訂によって地理歴史科の科目は「地理総合」「地理探究」
「歴史総合」「日本史探究」「世界史探究」の 5科目になり，
このうち「地理総合」と「歴史総合」が必履修となった．
これにより，原則として全ての高校生が地理と歴史の両方
を学ぶこととなった．
現行学習指導要領における地理歴史科の科目構成を図示

すると，図 1のようになる．

図 1 地理歴史科の科目構成

2.1.2 「歴史総合」という科目の意義
本実践では，地理歴史科のうち「歴史総合」に着目する．

「歴史総合」は，2018（平成 30）年改訂の学習指導要領で
新設された必履修科目のひとつである．「歴史総合」は近
現代史を主として扱うため，対象とする年代としては従来
の「世界史 A」「日本史 A」を踏襲していると考えることも
できる．しかし，本科目は単なる旧 2科目の統合としての
み捉えるべきではないと考えられる．
「歴史総合」の意義や位置付け等については，歴史教育
分野においてさまざまな提言や研究がなされている（たと
えば [7], [8]等）．これらの研究成果を踏まえて注目すべき
は，「歴史総合」が日本や世界のいずれかに特化した歴史を
学ぶのではなく，歴史を「世界とその中における日本を広
く相互的な視野から」捉えている点である．簡単に言えば
「世界からみた日本」と「日本からみた世界」それぞれの視
野を持ち，日本史や世界史といった枠にとらわれず，現代
的な諸課題の形成にかかわる歴史の大きな変化を扱ってい
くことが求められているといえよう．文部科学省指定研究
開発学校における学習指導要領実施前の先行実践において
も，1回の授業において世界史と日本史の融合が行われて
いるケースが多く，単元全体で見た場合でもそれぞれの科
目の統合が行われていたことが報告されている [9]．単に
「世界史 A」「日本史 A」を形式的に一つの科目にしたので
はなく，新たな科目として設置されたことの意義がここに
あると考えられる．
2.1.3 「歴史総合」の目標と内容
高等学校学習指導要領 [1]によると，科目「歴史総合」の

目標は次の通りである．

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，
課題を追究したり解決したりする活動を通して，
広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主
体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為
な形成者に必要な公民としての資質・能力を次の
とおり育成することを目指す．
(1) 近現代の歴史の変化に関わる諸事象につい

て，世界とその中の日本を広く相互的な視
野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わ
る近現代の歴史を理解するとともに，諸資
料から歴史に関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を身に付けるよ
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うにする．
(2) 近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や

意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，
相互の関連や現在とのつながりなどに着目
して，概念などを活用して多面的・多角的
に考察したり，歴史に見られる課題を把握
し解決を視野に入れて構想したりする力や，
考察，構想したことを効果的に説明したり，
それらを基に議論したりする力を養う．

(3) 近現代の歴史の変化に関わる諸事象につい
て，よりよい社会の実現を視野に課題を主
体的に追究，解決しようとする態度を養う
とともに，多面的・多角的な考察や深い理
解を通して涵養される日本国民としての自
覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他
国の文化を尊重することの大切さについて
の自覚などを深める．

内容については次のように大きく 4つに分かれており，
それぞれの内容について複数の中項目が立てられている．

A 歴史の扉
(1) 歴史と私たち
(2) 歴史の特質と資料

B 近代化と私たち
(1) 近代化への問い
(2) 結び付く世界と日本の開国
(3) 国民国家と明治維新
(4) 近代化と現代的な諸課題

C 国際秩序の変化や大衆化と私たち
(1) 国際秩序の変化や大衆化への問い
(2) 第一次世界大戦と大衆社会
(3) 経済危機と第二次世界大戦
(4) 国際秩序の変化や大衆化と現代的な諸課題

D グローバル化と私たち
(1) グローバル化への問い
(2) 冷戦と世界経済
(3) 世界秩序の変容と日本
(4) 現代的な諸課題の形成と展望

2.2 高等学校における情報教育
高等学校における情報教育の中核を担っているのは，情

報科である．2018（平成 30）年告示の学習指導要領では，
それまで選択必履修だった科目が必履修科目「情報Ⅰ」と
選択科目「情報Ⅱ」に再編され，すべての高校生が原則と
して「情報Ⅰ」を履修することとなった．
しかし，情報科だけが情報教育を担っているわけではな

い．情報教育とは情報活用能力の育成を目指す教育である
が，学習指導要領の総則に「情報活用能力（情報モラルを
含む．）」と明記されていることからわかるとおり，学校教
育のあらゆる場面で扱うことができる学びとして位置づけ
られている．
学習指導要領では，情報教育の推進において，情報科と

他教科等との関連を重視している．具体的には「公民科及
び数学科などの内容との関連を図る」[1]とあり，さまざま
な教科等の中でも公民科や数学科との関わりが重視されて
いることがわかる．しかし，この 2教科と情報科だけが情
報教育に関わるわけではなく，ここに挙げられていない教
科等についても情報教育を担うことができると期待される．

2.3 共生とは何か
「共生」とは文字通り「共に生きる」という意味である
が，その具体的な意味は複雑である．共生ということばは，
もともとは生物学の用語であり，動植物が互いに関係を持
ちながら共に生きている状態を指す．一方で，本稿が扱っ
ている共生は，生物学の共生（symbiosis）ではなく哲学や
社会学等の文脈で用いられることばであり，日本で独自の
発展を遂げてきた概念でもある．
大阪大学人間科学部は「共生学科目」という科目群を設

置しているが，ここに「共生」の端的な定義が述べられて
いる．同学部のWebサイトによると，共生とは「民族，言
語，宗教，国籍，地域，ジェンダー・セクシュアリティ，
世代，病気・障がい等をふくむ，さまざまな違いを有する
人々が，それぞれの文化やアイデンティティの多元性を互
いに認め合い，対等な関係を築きながら，ともに生きる」
ことであると説明されている [10]．
一方で，哲学や社会学における共生は一義的に定められ

ないとする考え方もあり，多様である [11]．また，「共生」
や「共生社会」の捉え方が人によってまちまちであること
を示す調査結果もある [12]．社会学的な共生は coexistence

と訳されることもあるが，これは「共存」であって共生の
概念とは異なるため，英訳の際はローマ字表記で kyoseiと
表記されることも多い [13], [14]．
なお，共生や共生社会の考え方は歴史教育とも親和性を

持っており，歴史教科書の分析から共生社会を検討した文
献 [15]も存在するが，本稿で扱う実践は共生社会そのもの
よりも AI等の技術発展に主眼を置いているため，こうし
た先行研究とは異なる立ち位置である．

3. 授業実践
3.1 実践の概要
本稿で扱う実践は，地理歴史科必履修科目「歴史総合」

の授業として実践した．愛知県立大府高等学校（第二著者
の所属校．以下，実践校）の 1年生のうち，普通科 2クラ
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スにおいて実践した成果を示す．実践日は 2023（令和 5）
年 2月 8日である．
実践クラスは，第二著者が「歴史総合」の指導を担当し

ている．実践を行った授業では，ゲストティーチャーとし
て第一著者が授業を進行し，第二著者が主担当教員として
授業のコーディネートを行った．

3.2 単元と実践授業の位置づけ
実践校の「歴史総合」では，教科書として山川出版社『現

代の歴史総合：みる・読みとく・考える』（81山川｜歴総
708）[16]を使っている．ただし，実際の授業は教科書を主
たる教材として活用しつつも，担当教員（第二著者）が独
自に構成した単元で進行している．第二著者は歴史の学習
において，単元全体を貫く「問い」を設定し，それに基づ
いた各時の「問い」を，資料を活用しながら考えていくと
いう授業スタイルを基本としている [17]．本実践において
もこのスタイルを踏襲した．
本実践は，1年間の学習を受けて 1～2月に設定された単

元「インターネットは私たちを幸せにしてきたの？」の 1

コマとして実践した．この単元は，教科書第 5章「冷戦と
世界経済」および第 6章「世界秩序の変容と日本」の一部
に対応するものである．本単元の学習内容は表 1の通りで
ある．数字は授業資料の通し番号であり，単元名と各時の
タイトルはそれぞれの「問い」と対応している．

表 1 単元「インターネットは私たちを幸せにしてきたの？」
37. インターネットは私たちを本当に幸せにしてる？
38. 情報通信は冷戦をエスカレートさせた？
39. 情報通信は人種差別の敵か味方か？
40. 発展する技術の「奴隷」になってない！？
41. 情報って誰のものなの？
42. 途上国の情報通信化は進展してないの？
43. AI と共に生きる未来とは？ 　【本実践】
44. 情報通信のリスクを克服するためにできることは？

本実践は，この単元の 7時間目として設定した．単元の
1～6時間目は，インターネット等の情報通信技術が歴史に
どのような影響を与えてきたのかを考え，トランプ元大統
領の Twitter*1活用，情報通信のベトナム戦争や人種差別
への影響，技術発展が生活や産業，政治等に与えた影響を
扱ってきた．新聞，ラジオ，テレビ，インターネット等に
着目し，獲得されてゆく自由と，強まっていく統制を双方
向的に捉えることができるように構成した．
7時間目は 1～6時間目で過去を振り返ったことを踏ま
え，過去のさまざまな場面で大きな影響を与え続けてきた
情報通信技術が，これからの未来をどう変えていくか考え
る回として設定した．本稿で扱っている実践はこの授業回
である．
*1 現在の X．

8時間目は，これまでの 7時間の学習を振り返り，本単
元全体の問いである「インターネットは私たちを幸せにし
てきたの？」についてグループで検討し，情報通信のリス
クを克服するためにできることを展望することで，単元全
体のまとめを行った．

3.3 実践授業の概要
本稿で扱っているのは，本単元の 7時間目にあたる授業

「AIと共に生きる未来とは？」である．授業で用いたワー
クシートの一部を図 2に示す．また，授業実践の様子を図
3・4に示す．

図 2 授業ワークシート（部分）

本授業では導入として，生成 AIを使ったサービスのう
ち，画像生成サービス「Dream by WOMBO」*2が生成した
画像や，ChatGPT *3との会話の様子を紹介した．ワーク
シートには画像，会話ともに一部しか掲載していないが，
授業ではスライドを使うことで，画像は 16枚，会話は 4

セットを提示し，さまざまな生成物に触れられるよう配慮
した．生徒には，生成物に対する感想を述べてもらい，AI

の「人間らしさ」とは何か，自由に考えさせた．
次に展開として，シンギュラリティと Society 5.0につい
て，資料を提示しながら概要を講義した．AIをはじめと
した先端技術の発展によって社会が変化していることを感
じ取った後は，SDGsの 17の目標を提示し，AIや ICTに
解決してほしい課題はどれか考えさせた．なお，SDGsに
ついては「歴史総合」に限らず，学校教育において随所で
扱っているため，授業内での詳細な説明は行わなかった．
最後にまとめとして，本時のキーワード「AI（人工知

*2 Dream by WOMBO https://dream.ai/ （参照 2024-06-14）
*3 ChatGPT https://chatgpt.com/（参照 2024-06-14）．なお，
授業の際は無料版のバージョン 3.5 を用いた．
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能），シンギュラリティ，Socirty 5.0，共生」を提示し，本
時の問いである「「人間と AIが共に生きる未来」とは？」
について，自分なりの考えをまとめさせた．

図 3 実践の様子（第一著者による講義）

図 4 実践の様子（生徒の活動と第一・第二著者による机間指導）

4. 生徒が考える「AIとの共生」の分析と考察
4.1 分析の対象と方法
実践授業ではまとめとして，本時の問いである「「人間と

AIが共に生きる未来」とは？」について，自分なりの考え
をまとめさせた．この問いに対して生徒が記述した回答を
分析し，実践授業を通して生徒が「AIとの共生」をどのよ
うに考えたのか検討する．
実践授業は 2クラスで同内容を実践した．本稿では実践

クラスを便宜上，Aクラス・Bクラスと呼ぶことにする．
授業に参加し，本時の問いに対する回答を提出したのは，
Aクラス 38名，Bクラス 38名の計 76名であった．
問いに対する回答は自由記述で得たため，最初にワード

クラウドを生成して回答の全体的な傾向を把握した．次
に，各回答に書かれた内容を一つひとつ確認し，類似した
内容をグループ化することにより，どのような回答がどれ
くらいの支持を得ているのかを分析するとともに，いくつ
かの回答を抽出してさらに検討を行った．なお，自由記述
に関しては文字だけでなく，イラストを用いて回答した生
徒もいたが，その場合はイラストが表す内容を文字情報に
変換し，グループ化に含めた．ただし，ワードクラウド生
成の際は除外した．

4.2 ワードクラウドによる分析
最初に，テキストマイニングの手法*4を用いて，A・Bク

ラスの回答に基づくスコア順のワードクラウドを作成した
ところ，図 5のようになった．

図 5 ワードクラウド

授業のキーワードや問いに含まれる語句である「AI」「共
生」等を除くと，目立つワードとしては「補い合う」「シン
ギュラリティ」「役割分担」「暮らしやすい」等が挙げられ
る．多くの生徒が，人間と AIの共生については互いに補
い合う関係や役割分担する関係をイメージしていることが
推察される．また，人間の暮らしの向上に関連した考えや，
シンギュラリティに関する言及もあることが読み取れる．

4.3 グループ化による分析
次に，A・Bクラスの回答を一つひとつ確認し，類似し
た内容をグループ化したところ，表 2のようになった．

表 2 回答のグループ化
内容 A クラス B クラス 計
人間と AI が役割分担する 18 27 45

AI の発展を制限する 7 1 8

AI と適度な距離感を保つ 4 4 8

人間が AI を支配する 5 1 6

AI が人間を支配する 2 0 2

その他 2 5 7

4.3.1 人間とAIの共生
ワードクラウドで確認したとおり，共生として人間とAI

が役割分担することを挙げた生徒が多数を占めた．具体的
には次のような回答があった．回答は生徒の意見をそのま
ま引用するが，回答が長い場合は抜粋して示す．また，末
尾の括弧書きは回答者の所属クラスを示す（以降も同様）．

• AI と人間がお互いに助け合って生きること．（A ク
ラス）

• 人間と AIのお互いに足りないところを補い合う．感
情的なものは人間にしかできないし，ミスしないとい

*4 ユーザーローカル AIテキストマイニング https://textmining.

userlocal.jp/ （参照 2024-06-14）
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うことは AIにしかできない．（Aクラス）
• AIの短所を人間が補い，AIのほうが得意なことや人
間では力不足なことを AIが担当するような生活．（B

クラス）

役割分担として，多くの生徒は人間とAIが得意な分野を
分担し合う，あるいは互いのデメリットを補い合うといっ
た表現をしていた．その一方で，AIと人間がやるべきこと
をそれぞれ具体的に例示した生徒も多かった．代表的なも
のを下記に示す．

• 哲学的なことを考えるのは→人間　計算など→ AI（A

クラス）
• 精密な機械とかを大量に作るときは AIに任せたほう
がいいと思うけどマンガとかアニメとかは感情とかも
入ってくるので人間に任せるなどお互い苦手な部分を
補い合って生活していくことがいいと思った．（Aク
ラス）

• 計算など作業系は AI，芸術など創造系は人間．（Aク
ラス）

• 人間は発想　 AIは計測や記憶（Bクラス）
• うまく役割が分担されていて，スポーツ，マッサージ，
福祉などは人に，勉強を教えたり，絵を描いたり，本
を書いたりするのは，AIに分ければ，ともに生きるこ
とができている状態だと思う．（Bクラス）

人間と AIの役割分担の具体例として，哲学・芸術等の
発想を主とする分野を人間が担い，計算・機械生産等の工
業系を AIが担うことをイメージしている生徒が一定数い
ることが読み取れる．
4.3.2 AIの発展を制限
人間と AI の共生において，AI の発展を制限すべきと
いう意見も一定数見られ，具体的には次のような回答が
あった．

• AIに人間を超えさせなければいい．そのために AIの
成長をとめるか人間が成長しつづければいける．（A

クラス）
• AIが感情を持たないようにする．→歴史からしか考
えられないようにする（Aクラス）

• 人間の仕事がなくならない程度に AIを発展させてい
けばいいと思う．（Bクラス）

実践授業ではシンギュラリティについても紹介してい
る．そのため，AIの技術進歩に対して不安を抱いた生徒
も少なくないことがこれらの回答から読み取ることができ
る．また，人間と AIの関係においても，AIが人間を超え
ることがないようにすべきという，人間が優位な立場に立
つべきという考えも含まれていることが推察できる．

4.3.3 人間とAIの距離感
人間と AIの適度な距離感が共生に必要であるという意

見も，複数の生徒から挙げられた．

• 人間が AIに頼りまくったりしない．AIも人間の日常
生活に過干渉しない．AIに支配権を握らせない．（A

クラス）
• 人が職を失うのは困るから適切な距離で関わることが
大事だと思った．（Aクラス）

• はっきり AIはここまでねって線引きをあらかじめ引
いておけば，あくまで協力関係でいられそう．（Bク
ラス）

適度な距離感としては，人間が AIに頼り過ぎてしまう
ことや，AIが人間に干渉しすぎることを危惧するものが多
かった．人間と AIの共生について考えさせる問いであっ
たが，実際には共生というより棲み分けをイメージしてい
る生徒がいることを見取ることができる．
また，ここでは人間の仕事が失われることへの不安も見

られる．この不安については，別のグループに含まれる回
答でも散見された．AIが人間の仕事を奪うという可能性
が，不安として生徒に認識されていることがうかがえる．
4.3.4 人間とAIの支配関係
人間と AIの共生を考えるにあたり，いずれかがもう片

方を支配するという関係をイメージした生徒もみられた．
興味深い点としては，「人間が AIを支配する」と「AIが人
間を支配する」の両方の意見がみられたことである．以下
に，それぞれの回答をいくつか示す．回答の冒頭にはどち
らの支配関係であるかを四角括弧で示した．

• ［AIが人間を支配］人間は AIの下につくほうが技術
的な面でみても人間としてもいちばん正しい選択肢だ
と思う．（Aクラス）

• ［人間が AIを支配］AIを人間がうまく扱えている状
態にあること．（Aクラス）

• ［人間がAIを支配］あくまで人間の補助の役割として
活用していくなどの工夫が必要だと思います．（Bク
ラス）

AIが人間を支配するという意見では，AI技術が今後も
さらに発展し，シンギュラリティを迎えて人間を超えてい
くことが想定されている．一方で，人間が AIを支配する
という意見では，AIはあくまでも人間の管理が及ぶ範疇
でのみ活用すべきという考えに基づいている．

4.4 AIが「生きる」ことへの言及
一つひとつの回答を確認していく中で，AIが「生きる」

ことへの言及が複数みられた．これは「共生」という問い
のテーマから，AIが「生きる」ということに着目したもの
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と考えられる．実際の回答を以下に示す．

• AIは人間がいないと作られないし，人間も AIがない
といけないところがあるので共依存だと思う．だから
共生することは共死を伴うと思う．でも私は共依存は
できても共生はできないと思う．（Aクラス）

• AIも人間と同じように働きたくないと思ったら働か
ないようにして AIを殺すという概念が生まれだした
ら人間と AIが共に生きているということになると思
う．（Bクラス）

これらの回答は，AIとの「共生」を考える上で大きな示
唆を含んでいると考えられる．「共生」は「生きる」という
概念をその内部に持っていることばであるが，AIとの共
生を考えるためには，人間だけでなく AIにとっての「生」
とは何か，検討しなければならない．また，生あるところ
には死も存在し，AIが死ぬ，あるいは（物騒な表現だが）
AIを殺すということがどういうことであるのか，その点
についても検討しなければならないだろう．
こうした考え方に至った生徒がいたことは，本実践の成

果の一つである．しかし，本実践は「歴史総合」の学習に
おける 1回だけの実践であったため，こうした思考を深め
るに至らなかった．この点は今後の課題であるが，「歴史
総合」の学習内容を超えていると考えられるため，今後さ
らに深める実践をするのであれば，別科目あるいは別の学
習活動での扱いが必要かもしれない．

5. 考察：高校生はAIとの共生をどのように
捉えているか

本実践の問いに対する生徒の回答から，高校生が AIと
の共生をどのように捉えているか，その一端を確認するこ
とができる．本実践はひとつの高等学校で行った実践であ
るため，結果を直ちに一般化することは危険を伴うが，一
つの方向性としてここで考察を行う．

5.1 人間とAIは本当に共生できるのか
全体的な傾向として，高校生は人間と AIの共生を「役

割分担」という視点で捉えていることがわかった．人間が
取り組む仕事やタスクと，AIが取り組む仕事やタスクを
区別し，それぞれの得意分野を活用しつつ，苦手分野は補
い合うといった考え方は，多くの生徒にみられた共通事項
である．一方で，人間と AIがひとつのことに協働して取
り組むという視点はほとんどみられなかった．
また，AIと距離をとったり発展を制限したりするとい

う考え方も多くみられた．これらの考え方の背景には，シ
ンギュラリティを迎えた AIが人間の管理下から離れてし
まうことへの不安があるものと推察される．AIはあくま
でも人間の管理下に置いておくべきであり，人間のテリト

リーを侵害してほしくないという意識が垣間見える．
こうした回答の傾向からうかがえることは，明言してい

なくとも多くの生徒が，人間のほうが AIよりも格上であ
るという，非対称的な関係性をイメージしているという点
である．AIは人間によってコントロールされるものであ
り，人間の脅威となってはならないという考えを元に思考
していることが推察される．これは，情報通信をいかに活
用してきたかを歴史的に捉える本単元の特性に起因するも
のともいえよう．
社会学的な共生は，共に生きるお互いが「対等な関係」で

あることが前提である．そう考えたとき，生徒たちにとっ
てAIは「共生」の対象になっていないということができる
だろう．実際に回答の中にも「そもそも共生できると思っ
てないからわかんない．共に生きるっていうのは，AIと人
間が対等な立場ってことだと思う．でも，現実的に AIが
支配する気がする．」「共依存はできても共生はできないと
思う．」（ともに Aクラス）といった意見がみられた．
本実践では「人間と AIの共生」をテーマとしているが，

「人間と AIは共生すべき」という一面的な指導は一切行わ
ず，まとめの際には，そもそも人間とAIの共生とはどうい
うことか，共生できるのか，といった視点も持つようアド
バイスしている．そのため，まとめの問いに対する回答に
は，生徒自身の率直な考えがある程度反映されていると思
われる．一方で，授業ワークシートで「SDGsの 17の目標
のうち，AIや ICTに解決してほしい課題はどれ？」とい
う問いを設けたことが，共生を考える上で支障になった可
能性がある．この問いを「AIや ICT“と”解決したい」と
修正することで，人間と AIの共生をより考えやすくなる
ことが期待される．この点は今後の検討課題としたい．

5.2 AIに対する恐れや不安
AIとの「共生」に具体的なイメージを持つことができな

い原因のひとつとして，生徒にとって AIがまだ未知の存
在であるという距離感もあるのではないかと考えられる．
実践授業において生成 AIの具体的事例として紹介した

Dream by WOMBO や ChatGPTは，人間顔負けのイラ
ストや文章を生成することができる．その一方で，AIの仕
組みは高校生にとってその大部分が未知であり，「理解で
きない存在が人間を超えた活動をしている」といった思い
も少なからず持っているのではないだろうか．AIと距離
をとったり発展を制限したりする考え方の背景には，そう
した恐れや不安もあるものと考えられる．
生徒の回答の中には，たとえば「あくまで人間中心　 AI

がするのは人間の補助で，人間の活動域を完全に奪わない
ような距離感で生きていく」（Aクラス）といったものや
「（AIを）人間に近づけすぎないということが大切だと思
う．」（Bクラス）といった意見がみられた．こうした意見
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が出る理由として，AIのことを人間に対する脅威として
捉え，AIによる人間への悪影響を排除したいという思い
があるのかもしれない．
もちろん，AIは発展途上の技術であり，今後どのように
進化していくのか明確になっているわけではない．AIが
人間にとっての脅威となり，AIが人間を支配する世界が
来ることも当然想定される．そうした現在において，AIに
対して恐れや不安を抱くのは，ある意味で当然のことと考
えることもできよう．

6. おわりに
6.1 まとめ
本稿では，高等学校の必履修科目である「歴史総合」の

授業において，未来を創る歴史教育として情報教育を位置
づけた単元の分析を行った．授業は「AIと共に生きる未
来とは？」というテーマで実践した．前時までに行ってき
た，インターネット等の情報通信技術が現代の歴史に与え
た影響の学習を踏まえた上で，本時では AIと共生する社
会とはどのようなものか，生徒とともに考えた．この問い
に対し，生徒の多くは人間と AIの共生を役割分担という
視点で捉えていることがわかった．また，AIに対して恐れ
や不安があることや，AIとの共生に具体的なイメージを
持つことができない状況が明らかになった．
高校生にとって，AIはニュース等で見聞きしている話題
のひとつであり，そういう意味では身近な存在といえる．
ChatGPT等の具体的なサービスで AIに触れている生徒
もおり，今後はますます「AIを活用して当たり前」の社
会が到来するだろう．AIは発展途上の道具にすぎず，「共
生」の対象という感覚は希薄である．しかし，AIが感情
を持つか否かにかかわらず，これからの社会において AI

がますます活用されることはほぼ確実といえる．これから
は，AIと共に生きていく未来をイメージし，人間と AIが
共生するその未来を善きものとして創っていくことが求め
られる．本稿はその一手法として，歴史教育の可能性と課
題を示すことができたのではないかと考える．

6.2 今後の展望
本稿で報告した実践は，一つの高校で各クラス 1回ずつ
にとどまっている．授業実践の成果は教員や生徒によって
異なるため，今後はさまざまな学校において同様の授業実
践ができないか検討していきたい．また，今回実践を行っ
た高等学校においても，継続的な授業実践を検討する．
情報教育を学校教育全体で推進していくためには，高等

学校情報科だけでなく，さまざまな教科・科目等との連携
が不可欠である．本実践ではそうした連携の一つとして，
歴史教育の中で情報教育を組み込むことができることが明
らかになった．歴史教育だけでなく，地理教育 [2]や公民

教育 [4]においても，情報社会を扱うことができるため，今
後は歴史にとどまらず，さまざまな科目における情報教育
実践の可能性を考えていきたい．
謝辞 実践にご協力いただきました，愛知県立大府高等

学校のみなさまに感謝いたします．本研究は，JSPS科研
費 JP21K02864の助成を受けたものです．
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